
平成３０年京都臨床細胞学会総会次第 

 

 日 時 ： 平成30 年1 月21 日（日）13：05～13：30 

 会 場 ： メルパルク京都 

 

1. 開会の挨拶 

 

2. 議題 

① 平成2９年事業報告（資料①） 

② 平成2９年会計報告（資料②） 

③ 平成29 年度会計監査報告 

④ 平成30 年活動計画（資料③） 

⑤ 平成30 年予算案（資料④） 

⑥ 第75 回細胞検査士ワークショップについて（資料⑤） 

 

3. 閉会の挨拶 

 



平成29年活動報告（平成29年1月1日～平成29年12月31日） 

 

 

◎ 会員数（平成29 年12 月31 日現在） 

     京都臨床細胞学会会員数 277 人 （内訳：専門医 62 人、医師 9 人、細胞検査士 206 人） 

会員動向：重複会員23 人・新入会8 人・休会2 人)  退会 11 人 

   会費（年会費・連合会費）未納者  

平成29 年分10 人（内平成28 年分未納2 人含む）           

    

◎ 支部の活動 

1) 第30 回生活習慣病予防検診細胞診従事者研修会/平成29 年京都臨床細胞学会総会 

平成29 年2 月5 日（日） 13 時 00 分 ～ 17 時 00 分 

会場 ホテル京阪グランデ 

参加者数：81 名（専門医：16 名、検査士：65 名） 

講演 1 『子宮内膜症についての最近の話題』 

   森 泰輔 先生 （京都府立医科大学 産婦人科） 

講演 2 『子宮頸がん検診～最新情報と日本の課題～』 

宮城 悦子 先生 （横浜市立大学医学部 がん総合医科学） 

講演 3＋カンファレンス  

   『系病変における純細胞形態学的着眼点』 

『スライドカンファレンス 2 題 呼吸器、甲状腺』 

蒲 貞行 先生 （群馬パース大学 保健科学部） 

  ●総会で役員改選が承認され、2017 年～2019 年の幹事・監事が決定した 

 

2) 2017 LOVE49 子宮の日 子宮頸癌検診啓発活動 

平成29 年4 月30 日（日） 

場所：ゼスト御池 河原町広場 

参加者数：32 名（細胞検査士：30 名） 

 

3) 第34 回京都臨床細胞学会学術集会  

参加者116 名（専門医：33 名、検査士：82 名、他：1 名） 

平成29 年7 月9 日（日） 

会場：京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール 

特別講演『肺癌における病理医の新たな役割 』 

谷田部 恭 先生 （愛知県がんセンター中央病院） 

要望講演『悪性腫瘍鑑別に利用される転写因子マーカー』 

谷 洋一 先生 （ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社） 

 一般演題 8 題 

 

4) 第11 回京都府細胞診ワークショップ 

参加者 36 名 

平成29 年7 月30 日（日） 

場所：京都保健衛生専門学校 

講義と実習「悪性リンパ腫の細胞像の基礎～捺印細胞診を中心に」  野田 みゆき 先生 （京都市立病院） 

 

5) 第19 回教育研修会 

参加者91 名（専門医：17 名、検査士：74 名） 

平成29 年12 月17 日（日） 

会場：ホテル京阪京都グランデ 2 階 
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教育講演１ 「細胞診の魅力」 

畠 榮 先生（神戸常盤大学 医療検査学科） 

教育講演２ 「尿細胞診：基本的な見方から新報告様式まで」      

大谷 博 先生（白十字病院 臨床検査科） 

      スライドカンファレンス 2 例 

症例１ 出題者 江口 光徳（宇治徳洲会病院 検査科） 

材料  口腔擦過 

回答者 片山 由衣（京都医療センター 臨床検査科） 

症例２ 出題者 河田 尚子（舞鶴共済病院 臨床検査科） 

材料  胸水 

回答者 長谷川 早紀（ファルコバイオシステムズ） 

 

6) 第34 回京都民医連中央病院「細胞診教育セミナー」の後援 

2017 年度：6 名が細胞検査士資格認定試験に合格 

 

7) その他 

土橋 康成 元支部長 日本臨床細胞学会功労会員 

岸川 敏治技師、中澤 孝夫 技師 「細胞検査士会50 周年記念事業 功労賞」を受賞 



　　　　　日本臨床細胞学会京都府支部決算報告

　　※　会計期間　　平成２９年１月１日～平成２９年１２月３１日

【収入の部】

繰 越 金 2,215,527 円

入 会 金 1 人 1,000 円

平成29年度分 6 人 6,000 円

年 会 費 平成27年度分 3 人 4,500 円

6 人 9,000 円

平成29年度分 266 人 399,000 円

平成30年度分 15 人 22,500 円

平成31年度分 1 人 1,500 円

近畿連合会分担金 2 人 2,000 円

6 人 6,000 円

249 人 249,000 円

13 人 13,000 円

1 人 1,000 円

雑 収 入

・   平成28年度生活習慣病従事者講習会委託料 360,000 円

・   日本臨床細胞学会（子宮がん検診推進活動資金） 50,000 円

・   日本臨床細胞学会（第58回日本臨床細胞学会事務局） 300,000 円

・ 利 子 ・ 金 利 11 円

総 計 3,640,038 円

【支出の部】

通 信 連 絡 費 115,230 円

慶 弔 費 0 円

旅 費 交 通 費 193,320 円

事 務 用 品 費 16,491 円

印 刷 費 92,880 円

講 師 謝 礼 費 290,000 円

会 場 費 453,944 円

什 器 備 品 費 0 円

賄 い 費 46,291 円

専 門 医 部 会 0 円

検 査 士 部 会 130,000 円

消 耗 品 費 20,838 円

雑 費 68,386 円

近畿連合会費（250名分） 250,000 円

繰 越 金 1,962,658 円

総 計 3,640,038 円

平成30年度分

平成31年度分

平成30年1月10日

会計担当幹事

矢野由佳

平成29年度分

京都臨床細胞学会決算報告

平成28年度分

平成28年度分

平成27年度分

平成28年度分
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平成30年活動計画（平成29年1月1日～平成29年12月31日） 

 

1) 平成29 年日本臨床細胞学会京都府支部総会ならびに第30 回生活習慣病予防検診細胞診従事者研修会" 

日時：日時  平成30 年1 月21 日（日）  

会場  メルパルク京都  「 ６階 会議室 C 」  

平成29 年京都臨床細胞学会総会 

講演 1  『卵巣癌の分子プロファイルに基づく個別化治療の実践にむけて ～腫瘍微小環境に基づく新しい病理組織分類 』   

村上 隆介 先生 （京都大学医学部附属病院 産婦人科） 

講演 2  『高リスク型ＨＰＶ感染から子宮頸癌発生機序の新しい考え方と理想のＨＰＶ検査法について 』   

笹川 寿之 先生 （金沢医科大学 産科婦人科学講座） 

講演 3（カンファレンス 2 例を含む） （15：40～16：55）  

        『良性乳腺疾患と混在する乳癌、良悪鑑別困難な乳腺病変の病理  ━ なぜ「鑑別困難」が重要か ━ 』 

               森谷 鈴子 先生 （滋賀医科大学医学部附属病院 病理診断科） 

 

2) 子宮の日 子宮頚がん検診啓発活動 （2018 LOVE49）   

平成30 年4 月 29 日（日） 

ゼスト御池河原町広場 

  

3) 第35 回京都臨床細胞学会学術集会 

期日：平成30 年7 月 

会場：未定 

 

4) 第20 回教育研修会 

日時：平成30 年12 月 

会場：未定 

 

5) 第12 回京都府細胞診ワークショップ 

  日時・会場：未定 

  

6) 第75 回細胞検査士ワークショップ(京都) 

日程:2018 年2 月10 日(土)～11 日(日) 

会場:京都大学百周年記念館(講義)・京都大学大学院医学研究科附属総合解剖センター(実習) 

 実習：80 名（定員に達しました） 

 講義のみ：120 名 （2018.1.15 現在108 名） 

 

7) 第35 回京都民医連中央病院「細胞診教育セミナー」の後援 
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　　※　会計期間　　平成３０年１月１日～平成３０年１２月３１日

【収入の部】

繰 越 金 1,962,658 円

入 会 金 12 人 12,000 円

年 会 費 270 人 405,000 円

近畿連合会分担金 240 人 240,000 円

雑 収 入

  平成29年度生活習慣病従事者講習会委託料 360,000 円

  日本臨床細胞学会（子宮がん検診推進活動資金） 50,000 円

　利子・金利 150 円

総 計 3,029,808 円

【支出の部】

通 信 連 絡 費 100,000 円

慶 弔 費 15,000 円

旅 費 交 通 費 200,000 円

事 務 用 品 費 20,000 円

印 刷 費 80,000 円

講 師 謝 礼 費 300,000 円

会 場 費 450,000 円

什 器 ・ 備 品 費 300,000 円

賄 い 費 50,000 円

専 門 医 部 会 15,000 円

検 査 士 部 会 130,000 円

消 耗 品 費 20,000 円

雑 費 100,000 円

近畿連合会費（257名分） 257,000 円

繰 越 金 992,808 円

総 計 3,029,808 円

　　　　　平成30年京都臨床細胞学会予算書

平成30年1月10日

会計担当幹事

矢野由佳
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第75回細胞検査士ワークショップ・プログラム 

  

1 日 目 講義：2018 年2 月10 日(土)  12:20～18:00  

会 場：京都大学百周年記念館 百周年記念ホール  

 

12：20〜12：25  実施委員長・開会の辞  

 

12：25〜12：30  京都臨床細胞学会会長挨拶  

 

12：30〜13：30  座長：江口光徳（京都臨床細胞学会検査士会長・宇治徳洲会病院） 

1. 婦人科『LBC 法における子宮頸部と子宮内膜について』 

池本 理恵 先生（エスアールエル福岡ラボラトリー） 

 

13：30〜14：30  座長：岸本光夫（京都臨床細胞学会専門医会長・京都府立医科大学附属病院） 

2. 呼吸器『肺癌診断における組織、細胞診材料の取り扱い』 

吉澤 明彦 先生（京都大学医学部附属病院） 

 

14：45〜15：45  座長：羽賀博典（京都臨床細胞学会会長・京都大学医学部附属病院） 

3. 唾液腺『唾液腺細胞診国際報告様式「ミラノシステム」の紹介』 

樋口 佳代子 先生（慈泉会相澤病院） 

 

15：45〜16：45  座長：伊藤 仁（日本臨床細胞学会細胞検査士会長・東海大学医学部付属病院） 

4. 体腔液『体腔液の細胞診をみるときに』 

清水 重喜 先生（近畿大学医学部附属病院） 

 

17：00～18：00  座長：山口直則（京都府臨床検査技師会病理細胞研究班班長・綾部市立病院） 

5. 泌尿器『泌尿器細胞診新報告様式におけるスコア化判定の提案』 

三村 明弘 先生（（独）労働者健康安全機構 大阪労災病院）  

 

 

2 日 目 実習：2018 年 2 月 11 日(日)  9:00～16:30  

会 場：京都大学大学院医学研究科附属総合解剖センター 

 

9：00～9：10 鏡検について説明 

9：10〜10：30  鏡検20 症例 (各4 分)   

10：30～10：45  休憩・質疑（15 分）  

10：45〜12：05  鏡検20 症例 (各4 分)   

12：05～13：10  昼休憩・質疑（65 分）  

13：10～14：30 鏡検20 症例 (各4 分)   

14：30～14：45  休憩・質疑（15 分）  

14：45～16：05 鏡検20 症例 (各4 分)   

16：05～16：15  休憩・質疑（10 分）  

16：15～    終了証書授与・閉会の挨拶 

16：30   終講  
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実習講師 

1． 婦人科（20 例）：池本 理恵 先生（エスアールエル福岡ラボラトリー） 

2． 呼吸器（15 例）：豊山 浩祥 先生（京都桂病院） 

3． 唾液腺 （8 例）：平田 勝啓 先生（京都大学医学部附属病院） 

4． 消化器（12 例）：棚田 諭 先生（大阪国際がんセンター） 

5． 体腔液（15 例）：鳥居 良貴 先生（兵庫医科大学病院） 

6． 泌尿器（10 例）：三村 明弘 先生（（独）労働者健康安全機構 大阪労災病院） 

 



 

第75回細胞検査士ワークショップ実務担当者 

 

 

 

実施委員長 

白波瀬 浩幸 京都大学医学部附属病院 

 

 

 

講演座長 

 羽賀 博典 京都臨床細胞学会会長・京都大学医学部附属病院 

 岸本 光夫 京都臨床細胞学会専門医会長・京都府立医科大学附属病院 
 伊藤 仁  日本臨床細胞学会細胞検査士会長・東海大学医学部付属病院 

 江口 光徳 京都臨床細胞学会検査士会長・宇治徳洲会病院 

 山口 直則 京都臨床細胞学会幹事・綾部市立病院 

 

 

 

実施委員 

阿比留 仁 京都大学医学部総合解剖センター 

伊藤 仁  東海大学医学部付属病院 

江口 光徳 宇治徳洲会病院 

大上 哲也 京都医療センター 

川村 敏文 京都府立医科大学病理学教室 

幸田 晴康 京都大学医学部総合解剖センター 

豊山 浩祥 京都桂病院 

平田 勝啓 京都大学医学部附属病院 

吹谷 美佳 京都大学医学部附属病院 

松居 由香 綾部市立病院 

山口 直則 綾部市立病院 
 


